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例会場　鶴岡市本町二丁目　ひ　さ　ご　や
例会日　毎遇火曜日　PM12：30－1‥30

事務所　鶴岡市馬場町　商工会議所内
電話0235¢う5775

会　長　　鈴　　木　　善　作

幹　事　高　　橋　　辰　美

敵励め躯適確馳ヤ
ロータリーの精神を振るい起こせ

第779号　　1974．11．12（火）（曇）　No．20

⑳出席報告

本日の出席

会　　員　　数　　　　68名

出　　席　　数　　　　48名

出　　席　　率　　70・59％

欠　席　者

阿宗君、風間君、安藤君、早坂（徳）君、佐藤

（衛）君、黒谷君、小池君、嶺岸君、斎藤（得）

君、斎藤（信）君、佐藤（昇）君、佐藤（忠）、笹

原君、高橋（正）君、津田君、中野（清）君、富

樫君、鷲田君、薮田君、佐藤（正）君

前回の出席

メークアップ

笹原君【仙台R・C

早坂（源）君一酒田R・C

市川君、山本（正）君、青野君、嶺岸君、三井

（徹）君、菅君、中野（清）君一鶴岡西R・C

⑫ビジター

半田茂弥君、菅原隼雄君、石寺詑象君、

小林忠康君、工藤武樹君、佐藤勃一君

一鶴岡西R・C

争点　　鐘　　12：30　　鈴木会長

⑳ロータリーソング

それでこそロータリー

㊨本日のビジター紹介　　S・A・A

⑳本日のゲスト紹介　　　会　　長

h）工業高校……菅原校長

・…‥阿部先生
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（ロ）東根クラブ交換学生……グレニス

当クラブ交換学生……バーバラ

頚〉会長報告

⑪ゲストスピーチ……工業高校米国より帰朝

報告グレニス嬢挨拶

⑪幹事報告

⑳諸事連絡

車本日の出席報告・＝………出席委員会

㊥ロータリー情報委員会

張紹淵君山本隆男君津田晋介君

命彼らに家庭気分を

これは743－Jのロータリー文献であります

それには、他国から来ている若人達の歓待仕

方がかかれています。これらの若人達に家庭

気分を味わらせることによって、主人役のロ

ータリアンは、まざまざと、じかに、接触す

る結果として、世界というものを今まで以上

に身近かに感ずるようになりますとあり、楽

しい経験であるとあります。それには、①近

くの大学から留学生の名簿を貰うことや、③

留学生を自身の家で、もてなそうとする有志

会員の名簿を作ることや、③留学生に個人的

な招待状を送ったり、④留学生を車で運ぶ手

配をすることをしたり、⑤接触を深めて、そ

の両親に手紙を出すことを計画するのもよい

ことなどが書かれていて、海外留学する若人

達は特別の能力や創意をもっているとあって

我々は常に、寛大で、心から我らに好意をも

つことが大切ですとありました。その他多く

の歓待の仕方が示唆され、参考しましよう。

⑳鹿児島市、鶴岡市兄弟都市盟約記念式典に

出席して　　　　　　　　会　　長

去る11月6日11時36分北国にて鹿児島より

第4次鶴岡市訪問親善使節団が22名到着、内

鹿児島ロータリークラブよりは鹿児島庄内会

顧問で叉鹿児島銀行頭取鷹野孝徳さんが1名

のみでした。駅には白井鶴岡市長始め斎藤助

役、榎本市会議長外、酒井忠明氏、犬塚庄内

鹿児島会長、鶴岡商工会議所会頭代理海東専

務外、会員多数御出迎えに参列、又鶴岡市第

二小学校児童の歓迎ブラスバンドでにぎやか

に出迎えました。

当日14時より致道館に於て兄弟都市盟約記

念式典開催にロータリー姉妹クラブ代表とし

て出席致しました。定時に鶴岡市斎藤助役の

開式のことば、鶴岡白井市長の歓迎のことば

鹿児島市長代理海江田助役のあいさつ

祝辞は鶴岡市議会長、鹿児島市会議長、庄

内鹿児島会長犬塚氏、鹿児島庄内会長野津氏

鹿児島庄内会顧問鷹野氏。

交歓握手には両市長、両市会議長、酒井忠

明氏と島津修久氏と。

閉会のことば、鶴岡収入役の村田君で式典

修了、引続き歓迎のことばに鶴岡ロータリー

クラブ会長とあり弱りました。鹿児島クラブ

より沢山御出てになられるものと期待して居

りましたが鷹野孝徳氏御一人で淋しい様です

が、此の次は沢山御出で下さる様御クラブの

皆様に御願い致しますと鹿児島ロータリー会

員の鷹野氏と堅い握手を交わしました。1時

間以上も鹿児島組と鶴岡組と対面正座したの

で足がしびれて立てなくなりました。夜は湯

田川のたみや旅館に宿りました。

7日は善宝寺、羽黒山等参拝、17時20分新

茶屋にて歓迎交換会を開催、クラブよりは会

ゝ′



長、幹事、佐藤伊和治氏、安藤足助氏、海東

与蔵氏、小花盛雄氏出席致しました。

1・開会のことば　　鶴岡市助役

2．歓迎のことば　　鶴岡市長

3・あいさつは　　　鹿児島市長代理

海江田助役

4・参加者108名　余興として薩摩神刀館

師範上野光夫さんの舞あり、庄内から

は鶴岡市酢策太鼓保存会の太鼓打ち合

せあり盛会裡に終えました。夜は由良

に宿泊。翌8日の朝8時39分いなほ1

号にて元気で帰国しました。

⑪智勇三嶋「酢凍大鼓」

甲斐国主武田信玄西上を志し永存11年、家

康、信玄駿遠分割の同盟を結んだが、之を一

方的に破り、元亀元年正月、蘇沢、花沢、藤

枝、徳野、駿江を平定した。

家康は上杉謙信と結んで活路を求めんとし

元亀元年八月稲葉山権現堂Fl坊浄仝なる山伏

を謙信に遺し互に提携して信玄を挟撃すべく

申込んだ同年十月更に誓書を送った。謙信は

家康との約を践み3年4月信州長沼に入った

而して信長、家康、謙信の新三角同盟が成立

した。

時元亀3年10月3日信玄は甲信の精兵2万

と北条の援兵2千、歩部堂々斉甲府を発し、

伊奈より青崩峠、秋葉を経て遠江に向い、別

に山形昌景をして兵5千束参河より遠江に出

てこれに会せ、信玄遠江に入り只来飯田を攻

めて之を降し更に進み12月19日J俣城を陥れ

野部を発して天竜川を渡り、三方原を経て参

河の東部に出んとした。

家康は謙信に約し織田氏に向って援兵を請

い合して1万2千浜松城を出て三方原に至る

22日の事である。陣を屏崖の北に布きこれを

激撃せんとし三方原の激戦となりこの日の午

後4時に始り6時には家康の兵敗れ、武田軍

（隔翼の陣）が勝利をおさめ、怒涛の迫撃で

家康の居城（浜松城）に迫った。家康は漸く

城に入ったが城門を閉じることも出来なかっ

た。然し、城代酒井忠次公はこの敗戦に少し

も動じなかった。「酢渠」の智将忠次公は「暮

れ六つ」の太鼓を自ら打とうと決心して、鐘

楼に登ってほら貝の音に続いて時の太鼓を打

った。城の内外は常に変わなない相平の響を

伝えている。

信玄はこれを聞き盟約により謙信背後より

の強襲を受ける、串懸の陣太鼓を連想し（こ

れが有名な幻の陣太鼓）城門の外に軍兵を停

めて、包閏の陣を構え24日の朝には退陣し、

徳川勢はようやく事なきを得て再起をはかる

ことができたのであった。

この智勇三略の陣太鼓こそ酒井の太鼓であ

る。格調高き沈勇の平和の旋律こそ徳川三百

年の礎となった「酢菜太鼓」である。

鶴岡市酢渠太鼓保存会

㊨国際ロータリー

ロータリー財団について

ロータリー財団に対し、第1回分の寄付金

として100ドルを納めて、あと1，000ドルに達

するまで引続き寄付を行なうべきことを表明

した者は、「ポール・ハリス準フェロー」と

されます。また、ある人のために前記のよう

な寄付が表明された場合、その人についても



同様であります。第2回目からの寄付金額に

ついては、金額は任意とし、本人のきめた方

法によることとされています。

寄付金額の合計が1，000ドルに達したとき

その人は「ポールハリス・フェロー」証明書

とメダルおよびえり章が贈られます。この方

払い込むことといたします。

□　残額の払い込みについては、私の都合

による時期と金額によって行なうこと

といたします。

寄付額が1，000ドルに達したときは、私は

「ポール・ハリス・フェロー」として認めら

式によって行なわれた寄付金は、すべて、「　れるものとします。

ポール・ハリス準フェロー」の所属するロー　　私は　　　　　ロータリー・クラブの会

クリ一・クラブの寄付金に自動的に算入され　員であります。

そのクラブのパーセンテージ順位の引上げに　　年月日

寄与することになります。

次頁の書式は、この方式による寄付を希望

する人に使用していただくようにしたもので

す。これに100ドルを最低額とする第1回の

寄付金を添えて、下記へお送り下さい。

TfIE ROTARY FOUNDATION

1600RIDGE AVENUE

EVANSTON，ILLINOIS60201，日．S．A．

（この寄付は、米国ドルかまたは国際ロータ

リーの定めた為替相場による相当額のその他

の通貨で行なうことができます）

句〉ボール・ハリス準フェロー

私は、米貨1，000＿ドルを所要の合計金額と

するポール・ハリス・フェローとなることを

目的として、ロータリー財団に対する第1回

の寄付金をここに同封いたします。

第1回寄付金としてを」一　」　払い込
（最低領米貨100ドル）

みます。

次回からの寄付金として　　　　　ドルを

亡］四半期ごとに

口　半期ごとに

口　毎　　年

氏　名

住　所

市町村県一

スピーチ等には要旨で結構ですので、

原稿を会報委員会にお渡し下さいます様

重ねてお願い致します。御協力下さい。
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